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真庭市立富原小学校

やっぱりやさしかった　～トークフォークダンス～

人権標語

学校教育目標：自分大すき　友だち大すき　学校大すき　富原の子
　　　　　　　　～夢にもち　自ら学び　共に進む　子どもの育成～　

　話して笑ってつながることをめざして、「トークフ
ォークダンス」を行いました。子どもたちにとっても
大人たちにとっても安心感の中で語る言葉はそこにい
るみんなを元気にします。
　生涯学習課の藤木様と大久保様に来ていただき、フ
ァシリテートしていただきました。お題がとても楽し
くて、相手の話をずっと聞いていたいと思いました。
そんなことは考えたことなかったなあということを一
生懸命考えて伝えると、一生懸命聞いてくれて反応し
てくれました。あちらこちらから笑い声が聞こえ、笑
顔がたくさん見られました。
（大人の感想）
・みんな元気にはきはきしゃべって
いて楽しかった。子どもたちとこん
なにしゃべることがないのでとても貴重な時間でし
た。・子どもたちは明るくて、理由もしっかりと話す
ことができていた。浮かんできたことを話し聞く、そ
れだけで和やかになりました。（子どもの感想）

・やっぱりやさしくて、よく聞いてくれてよく話してくれました。・大人の人は楽しそうに
聞いて返してくれてとてもうれしかったです。・とっても笑ってくれた。・大人の人も好き
嫌いがあることに気がついた。・いっぱい地域の人と話せてよかった。・みんなの夢や好き
なことがわかりました。
　お互いにしっかりと顔を見て楽しそうに聴き合う姿、お互いがわかり、安心感のあるつな
がりが太くなっていくように感じました。「やっぱり」という感想を見て、信頼する感覚を
得ることができていると嬉しく思いました。お忙しいところ参加してくださった学校運営協
議会の方、地域の方、市当局の方、本当にありがとうございました。

全校道徳で考える（やさしさ）
　相手のことを考えて行動できる人になってもらいたいと考えています。
　生活の中のある場面を切り取って、「その人のとった行動はやさしいの
かな？」と立ち止まって考えました。そして、まずは異学年でのグループ
で話し合いました。友達の理由を聞いて、そうか、と納得する人や、自分
はこう考えると一生懸命話す人、それぞれの考えを尋ね合っていました。
　子どもたちの話し合いを聞いていると「片付けてあげてもいいんだけ
ど、ロッカーの片付けは自分でしようと思っているかもしれないから」な
ど、そこまで相手のことを考えられるんだなと感心させられました。
　授業の最後には、人権の標語を作りました。どうなりたいか、どうあり
たいかが伝わる言葉ばかりでした。勝山地区人権推進協議会の募集へ出し
ましたところ、4年綱島いちかさんの作品と3年伊達琉南さんの作品が入選
となりました。ティッシュの広告として採用されています。

・べんきょうでやさしくしてくれてうれしいね
・こけたときにやさしくしてくれてありがとう
・あいさつをしたら気分がよくなる
・やさしいことばを言おう
・ありがとうは笑顔を守る
・みんな　やさしさは　ちがう
・親切は嬉しい気持ちみんな笑顔
・みんないつでもやさしくあそぼうね
・だいじょうぶ。その一言でうれしいな
・なかよくみんなで楽しく遊ぼうよ
・言葉遣いに気を付けたらうれしいな
・友だちに気持ちを伝えて仲直り
・思いやりいじめをなくす第一歩
・ありがとう　その一言で　みんな笑顔に
・やさしさはみんなを笑顔にするよ
・大丈夫心の声を聴かせてね
・手を取り合い前に進もういっしょにね

・今日の道徳で、人の気持ちを考えられてよかったです
・道徳で、たくさんのともだちと話せてよかったです
・道徳の時、いろいろな人と話ができて楽しかったです



←　富原小学校ホームページ
１１月１４日（土）学習発表会
　ご近所お知り合いなど誘って、ぜひ、お越しください。

富原で学ぶことは『学び』の原動力
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子どもたちと対面でご支援くださった
り、そっと環境整備をしてくださった
りと、ボランティアの方や地域の方に
はいつも本当に助けていただいていま
す。ありがとうございます。

子どもたちと対面でご支援くださった
り、そっと環境整備をしてくださった
りと、ボランティアの方や地域の方に
はいつも本当に助けていただいていま
す。ありがとうございます。

　爽やかな10月、いもほり日和でした。つるもたくさん増えていて土
の下はどうなっているか楽しみにしながら、2年生が畑にやって来まし
た。道具を乗せた一輪車は自分たちが運びます。
　ボランティアの方が3人来てくださいました。芋の苗植えでもお世話になった方々です。まず、つるをみんなで引っ張
って寄せます。紫色のサツマイモが土の中から見えてきました。地域の方に「そっと掘るんよ。」「がんばって。」など
教えてもらったり励ましてもらったりしながら、堀り進めました。なかなか抜けないほど大きなものもあり、大収穫でし
た。子どもたちは、周りを丁寧に掘ったり、いもを回したりしながら折れないように工夫して掘りました。
　ボランティアの方にも、全学年のみんなにもプレゼントしました。何を作って食べようか楽しみにしている2年生でし
た。多くの方々、ありがとうございました。
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　富原地域の見学後に、自分たちにできることはないかと考えた５・６
年生。農業など素晴らしい産業が富原にもありますが、担い手が不足し
ていることもわかりました。お茶やクレマチス、銀沫やこんにゃく、と

いつもありがとうございます！

うふや神像、林業など守り、ずっと続けてきた特産などを支えるためにポスターを作っ
て広くPRしようと考えました。真庭市の農業振興も調べて、ポスターを貼ってもらう
交渉をして、自分たちで出向き直接お願いをしました。みなさん、子どもたちの思いと
共にポスターを受け取ってくださいました。ありがとうございます。引き続き、ご協力
をよろしくお願いします。
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合唱に挑戦！（学習発表会に向けて）
　今年は全校合唱に取り組んでいます。「怪獣のバラード」を毎日の朝の会で歌
ってきました。２部に分かれて歌います。どうしてもつられがちになりますが、
だんだんと響き合いが心地よくなってきているようです。お楽しみに！
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